
医師の指導に従って、外耳
道入口部の分泌物を綿棒
で取り除いてください。
点耳薬はほぼ体温程度に
温めてからご使用ください。

点耳する方の耳を上にして
横向きに寝て、外耳道が垂
直になるよう頭の位置を決
めてください。容器の先端が
直接耳に触れないよう注意
して、医師が指示した量の
点耳薬を滴下してください。

点耳後は約10分間、そのま
まの姿勢で、じっとしていて
ください（耳浴）。
1日の耳浴回数は医師の指
示に従ってください。

耳浴後、清潔なガーゼや
ティッシュペーパー等を耳
に当てて起きあがり、耳の
外に流れ出た液を拭き取っ
てください。
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ご
注
意

を使用する患者さんへ

● 冷たい薬液を耳に入れるとめまいを起こすことがありますので、薬液を体温ぐらいまで温めてご使用ください。
● 中耳炎の場合、点耳後、耳たぶを1～2回引き上げて、ゆするようにすると、薬液を中耳に到達させるのに効果的です。
● 投与期間や1回の投与量については、医師の指示に従ってください。
● 小さなお子さんの手の届かないところに保管してください。点眼薬などと間違わないようにしましょう。
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